
名
古
屋
「
ま
ち
歩
き
」

四
間
道
・
明
道
町
界
隈

と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
」
こ
と
、
「
科
学
の
甲
子

園
は
、
豊
高
が
府
立
高
校
の
中
で
2
位
で

あ
っ
た
」
こ
と
、
「
生
徒
に
海
外
の
体
験
を
さ

せ
た
い
」
な
ど
を
語
ら
れ
、
豊
高
へ
の
熱
き
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
後
、

元
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
理

事
の
山
浦
雄
一
様
に
「
宇
宙
開
発
の
戦
略
と
成

果
の
本
質
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
山
浦
様
は
日
本
の
宇
宙
開
発
に
携
わ
る
第

一
線
で
の
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち
の
方
で
、
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の
物
資

輸
送
機
、
日
本
が
誇
る
「
こ
う
の
と
り
」
を
取

り
上
げ
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
資
料
や
映
像
を
駆

使
し
「
日
本
の
宇
宙
開
発
技
術
の
現
状
と
将
来

展
望
」
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
日
本
の
宇
宙
開
発
の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
り

ま
し
た
」
な
ど
と
好
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
豊
校
生

に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
賛
同
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
中
原
校
長
、

藤
縄
教
頭
、
伊
藤
豊
陵
会
事
務
局
長
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
総
会
」
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
た
慎
重
な
準
備
の
結
果
、
本
番
は
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
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岡
野
支
部
長
が
「
中
部
支
部
ら
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン

懇
話
会
や
春
・
秋
の
街
歩
き
な
ど
、
参
加
し
て
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
」
と
述

べ
、
続
い
て
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中
原
校
長
か
ら
は
、
「
3
年
ぶ
り
に
開
催
で
き

た
体
育
祭
の
閉
会
式
で
、
思
わ
ず
『
豊
高
最
高
！

講
演
会
は
豊
高
生
も
視
聴

昨
年
の
総
会
は
3
年
振

り
に
対
面
で
11
月
19
日

（
土
曜
）
に
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

総
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
と

し
、
対
面
15
名
と
オ
ン
ラ

イ
ン
を
合
わ
せ
総
勢
30
名

ほ
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

会
場
は
名
古
屋
駅
か
ら

地
下
鉄
で
５
分
、
大
津
通

に
面
し
た
会
議
室
で
す
。

ご
来
賓
は
、
対
面
会
場

に
豊
中
高
校
か
ら
新
校
長

中
原
様
、
豊
陵
会
か
ら
会

長
高
坂
様
（
高
16
）
、

5
月
27
日
、
久
し
ぶ
り
に
中
部
支
部
の
恒
例
の
「
ま
ち

歩
き
」
イ
ベ
ン
ト
が
名
古
屋
の
中
心
地
を
流
れ
る
堀
川
沿
い

の
四
間
道
（
し
け
み
ち
）
界
隈
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
８
人
、
９
時
半
に
伏
見
駅
近
く
に
集
合
し
て
、
「

納
谷
橋
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
納
谷
橋
は
、
戦
国
武
将
の
福
島

正
則
（
橋
の
近
く
に
銅
像
）
が
開
削
し
た
堀
川
に
架
か
る
橋

で
す
。
橋
の
そ
ば
に
は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

な
っ
た
ピ
ン
ク
の
ビ
ル
も
あ
り
ま
す
。

五
月
晴
れ
の
中
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
堀
川
に
沿
っ
て

30
分
ほ
ど
歩
く
と
、
そ
こ
は
町
並
み
保
存
地
区
の
四
間
道
。

江
戸
時
代
の
初
期
に
清
須
か
ら
名
古
屋
に
街
が
引
っ
越
し
た
、

い
わ
ゆ
る
清
須
越
（
き
よ
す
ご
し
）
で
、
商
家
が
堀
川
沿
い

に
土
蔵
や
屋
敷
を
建
て
ま
し
た
。
今
も
白
壁
の
蔵
が
立
ち
並

び
、
情
緒
あ
る
街
並
み
で
し
た
。
屋
敷
は
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス

ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

四
間
道
界
隈
の
ゆ
か
り
の
お
寺
や
神
社
を
巡
り
ま
す
。
尾

張
徳
川
家
の
殿
様
が
お
祭
り
見
物
を
し
た
寺
院
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
少
し
路
地
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
大
正
時
代

に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
で
労
働
運
動
家
の
葉
山
嘉
樹
（
小

林
多
喜
二
に
大
き
な
影
響
与
え
た
先
駆
）
が
生
活
し
て
い
た

町
屋
が
あ
る
な
ど
、
初
め
て
知
る
こ
と
も
。
さ
ら
に
は
円
頓

寺
（
え
ん
ど
う
じ
）
商
店
街
の
庶
民
的
な
雰
囲
気
を
味
わ

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
東
京
支
部
か

ら
新
支
部
長
中
野
様
（
高
29
）

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

対
面
会
場
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
た
配
席
で

お
弁
当
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

画
面
に
は
、
校
舎
と
通
学
路
付
近

の
昔
と
今
の
風
景
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。
昼
食
後
の
12
時
半
か
ら

総
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ブ
も
な
く
、
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い

ま
す

い
な
が
ら
、
明
道
町
（
め
い

ど
う
ち
ょ
う
）
の
菓
子
問
屋

街
に
。
戦
後
す
ぐ
の
こ
ろ
は

西
日
本
最
大
級
の
菓
子
・
玩

具
の
卸
売
市
場
だ
っ
た
そ
う

で
、
今
も
駄
菓
子
の
町
は
健

在
で
し
た
。

し
っ
か
り
歩
い
て
お
な
か

が
す
い
た
と
こ
ろ
で
、
名
古

屋
駅
東
の
柳
橋
中
央
市
場
で

美
味
し
い
海
鮮
の
昼
食
を
と

り
、
無
事
に
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
都
会
の
ど
真
ん
中
に

名
古
屋
の
街
の
発
展
の
歴
史

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、

ま
ち
歩
き
の
面
白
さ
を
満
喫

し
た
一
日
で
し
た
。
（
高

26

向
井
）

皆
が
豊
校
生
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、

思
い
出
話
に
花
が

咲
く
楽
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。

総
会
と
懇
親
会
の
ご
案
内

令
和
5
年
11
月
18
日
土
曜 

15 

時
～
18
時

・場
所
は
、
名
古
屋
市
西
区
牛
島
町
6-

1

名
古
屋
ル
ー
セ
ン
ト
タ
ワ
16
階

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
併
用

  

＊
懇
親
会
参
加
費
、
八
千
円

・講
演
会
は
、
「落
語
」で
お
楽
し
み
下
さ
い

駒
久
家
南
朝

(

耳
鼻
咽
喉
科 

柘
植
先
生)

  

対
面
参
加
の
皆
様
に
は
、
中
部
経
済
同
友
会
発
行

    

の
名
古
屋
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

「ス
テ
キ
･小
粋
･ま

ち 

歩
き 

2
」（を
プ
レ
ゼ
ン
ト

明道町の菓子問屋街 四間道散策

鈴木さん（高10） 

お昼のお弁当 

ま
す
。
今

後
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の

活
用
を
進

め
て
ま
い

り
ま
す
。

中部支部せわ人
    （2023.9.1）

せわ人を募集中

ご興味のある方は
osamu_terakura@
worldtech.co.jp  迄

支部長 岡野　勝 高22期

寺倉　修 高22期

加納　旬子 高25期
会　計 村田　直子 高26期

会計監査 向井  英夫　 高26期

大田　幸三 高25期

松本　淳子 高27期

中山　寿也 高27期

松尾　啓志 高31期

桑田　佐起子 高31期

植田　一正 高37期

矢田　直之 高38期

副支部長

会計報告
    （2022.1.1～2022.12.31） （円）

会員の皆様へのお願い

総会のご案内や支部報は郵便でお届けしておりま
すが、電子メールでの情報発信に順次切り替える
ことを検討しております。電子メール未登録の方は、
QRコードから、お名前、卒業年、
メールアドレスの登録をお願
いいたします。

中部支部せわ人会

母校体育館風景 2021年撮影

前年度繰越金 202,725
総会参加費 45,000
協力費 63,486
寄付金 0
本部補助 100,000
バザー売上げ 0
利子 0

合　　計 411,211

2022年度総会費用 74,455
総会講師料 30,000
総会案内・支部報印刷と
発送費

111,809

来賓参加交通費 15,360
ホームページ維持費 14,850
交際費（前校長への餞別） 5,414
通信費 140
振込手数料 1,430
会議費 0
事務費 0
次年度繰越金 157,753

合　　計 411,211

収入の部

支出の部
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特別企画：2022 年総会講演会 講演録－諸外国のリスペクトを得た取り組み、是非一読下さい 

宇宙開発の戦略と成果の本質 

- 物資輸送機「こうのとり」が世界を変えた – 

宇宙開発の仕事に 40 年以上携わった私の経験と知見をも

とに、お話しさせていただきます。 

宇宙開発の意義は多様です。そして、宇宙の利用が社会

に浸透し、生活に身近なものとなっています。 

国際宇宙ステーションⒸNASA 

国際宇宙ステーション(ISS)も社会インフラの一部です。そこ

では今、７名の宇宙飛行士が共同生活をし、仕事をしていま

す。ISS 計画は、米国・日本・欧州（11 カ国）・カナダとロシアの

計 15 カ国が参加する巨大プロジェクトです。ISS の日本実験

棟｢きぼう｣は、世界に誇る多様な機能を持つ実験施設です。 

本日ご紹介する「こうのとり」は、ISS に大型の船内物資と船

外物資を輸送する日本の無人補給機です。 

米国 NASA のスペースシャトルが世界最強の輸送機だった

1980 年代の終わり頃、日本は「自分のロケットと補給機で大型

物資を運び、補給機をロボットアームで掴んでもらう」という大

胆な提案をしました。16 トンの無人機を、ISS 内の宇宙飛行士

がロボットアームで把持するという世界初の結合方式です。

NASA には適用する安全基準も無く、無謀だと思われました。 

｢こうのとり｣は JAXA 種子島宇宙センターから H2B ロケット

で打ち上げられ、2009 年の１号機から 2020 年の９号機まで、

９回のミッション全てが成功しました。 

ロボットアームで把持された｢こうのとり｣ⒸNASA 

とは言え、１号機成功までの 10 数年、「こうのとり」の機体開

発、運用システム整備（ソフトウェア、運用ルール・手順、運用

要員等）、新型ロケット H2B 開発という全てで大きな苦難が続

きました。 

JAXA の「こうのとり」機体開発と NASA の安全基準作成が

同時に進みました。NASAの基準変更が繰り返され、その都度

JAXA の開発に手戻りが起きました。 

運用システム整備でも安全運用を確信するまでの作業が膨 

大でした。JAXA と NASA は技術論争（激論）と厳しい合同訓

練（宇宙飛行士も参加）を通じて「ワンチーム」となり、双方が

納得する安全運用ルール・手順を作り上げました。 

大きな想定外は、H2 ロケット連続失敗（1998、1999 年）と、

直後の政府決定「こうのとり用ロケットH2A 増強型の廃止」でし

た。2001 年に先輩「ロケットの鬼」が手計算・手描きの新ロケッ

トを提示し、窮地を救いました。これが H2B ロケットです。 

｢こうのとり｣は、寿命が近い ISS バッテリ交換のため日本製

の新型バッテリ全 24 台を、６～９号機（2016～2020 年）で運び

ました。スペースシャトルが 2011 年に引退したので、｢こうのと

り｣だけができるミッションでした。船外活動で交換終了。ISS は

寿命が 10 年延びて 2030 年まで運用可能となりました。 

米国のベンチャー企業

スペースＸは、｢こうのとり｣

のロボットアーム把持を採

用した無人補給機を開発

し、2012 年から自社のファ

ルコン９ロケットで ISS 物資

輸送を始めました。彼ら

は、物資輸送を繰り返して技術獲得と事業拡大を図りました。

ファルコン９を世界最強にし、更には有人宇宙船｢クルードラゴ

ン｣実現にまでつなげたのです。 

｢こうのとり｣で獲得した運用と訓練の技術が、探査機｢はや

ぶさ２｣の運用で活かされ、小惑星｢リュウグウ｣へのタッチダウ

ン成功に貢献しました。｢こうのとり｣の運用を学んだ若手人材

が、｢はやぶさ｣チームに移籍し、厳しい事態を想定した運用

シミュレーションと訓練をけん引したのです。 

結びとして、日本が ISS 計画｢こうのとり｣の成功で得たもの

の本質をお話しします。まず、諸外国からの信頼とリスペクトで

す。ソフトパワーとも言えます。日本は、国際共同プロジェクト

で不可欠な存在となりました。国内では、技術・知見・人材・産

業などの社会基盤を強化し、併せて、誇り・自尊心・自信・希

望など人々の「力」の根源を得たと考えます。 

JAXA は今、機能向上した「こうのとり」後継機を開発中です。

今後も日本が困難な国際協力事業に挑み、存在価値を示す

ことを期待します。ご清聴、誠にありがとうございました。（了）  

 

 

 

スペースＸの物資補給機Ⓒ
 

講師：山浦 雄一 

東京大学工学系大学院航空学専攻修了 

元宇宙航空研究開発機構（JAXA）理事 

山浦技術経営士事務所代表             

支部報 編集後記 裏面は、特別企画を組みました。日本の宇宙 

開発の第一線で活躍された方の生の声を講演録にしました。 

支部報は会員皆様との情報共有の場です。心待ちにして頂ける 

支部報を目指し、取り組んでいます。   副支部長  寺倉 修 
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